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第
百
四
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

第
百
四
十
七
条

行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
、
第
十
五
条
第
六
項
、
第
十
八
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
第

二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
二
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
七
条
、
第
四
十
五
条

第
三
項
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
第
三
項
（
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
が
違
法
又
は
不
当
で

あ
る
旨
の
宣
言
に
係
る
部
分
を
除
く
。）か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
五
十
二
条
の
規
定
は
、
第
百
四
十
二
条
の
審
査

請
求
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
八
十
条

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
八
条
の
三
を
第
五
十
八
条
の
四
と
し
、
第
五
十
八
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

第
五
十
八
条
の
三

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
章
第
四
節
の
規
定
は
、
法
務
大

臣
が
第
十
条
第
四
項
（
第
十
四
条
第
四
項
、
第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
意
見
を
聴
い
て
行
つ
た
承
認
に
関
す
る
処
分
、
第
十
四
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
取
消
し
の
処
分
、
指
定
に
関
す
る
処
分
及
び
第
二
十
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
五
十
九
条
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
中
「
日
本
弁
護
士
連
合
会
が
こ
の

法
律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
」
を
「
こ
の
法
律
に
基
づ
く
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
」
に
、「
行

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
第
三
号
中
「
異
議
申
立
て
、
審
査
請
求
」
を
「
審
査
請
求
、
再
調
査
の
請
求
」
に
改
め
る
。

（
動
産
及
び
債
権
の
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
関
す
る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
十
一
条

動
産
及
び
債
権
の
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
関
す
る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
を
不
当
と
す
る
」
を
「
に
不
服
が
あ
る
者
又
は
登
記
官
の
不
作
為
に
係
る
処
分
を
申
請
し

た
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
登
記
官
は
、」の
下
に
「
処
分
に
つ
い
て
の
」
を
、「
あ
る
」
の
下
に
「
と
認
め
、
又

は
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
を
す
べ
き
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
審
査
請
求
を
理
由
が
な
い

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
請
求
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し

て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
当
該
意
見
を
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十

六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
第
五
項
中
「
長
は
、」の
下
に
「
処
分
に
つ
い
て
の
」
を
、「
あ
る
」
の
下
に
「
と
認
め
、
又
は
審
査
請
求

に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
を
す
べ
き
も
の
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

第
一
項
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
申
請
を
却

下
す
べ
き
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
登
記
官
に
当
該
申
請
を
却
下
す
る
処
分
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
一
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
十
九
条
第
五
項
中

「
処
分
庁
等
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、「
弁
明
書
の
提
出
」
と
あ
る
の
は
「
動
産
及
び
債
権
の
譲
渡
の
対
抗

要
件
に
関
す
る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
四
号
）
第
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
意

見
の
送
付
」
と
、
同
法
第
三
十
条
第
一
項
中
「
弁
明
書
」
と
あ
る
の
は
「
動
産
及
び
債
権
の
譲
渡
の
対
抗
要
件
に

関
す
る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
第
四
項
の
意
見
」
と
す
る
。

第
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

第
二
十
条

行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
、
第
十
五
条
第
六
項
、
第
十
八
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
第
二
項

か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
二
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
七
条
、
第
四
十
五
条
第
三

項
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
第
三
項
（
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る

旨
の
宣
言
に
係
る
部
分
を
除
く
。）か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
五
十
二
条
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
審
査
請
求
に

つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
十
二
条

無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
見
出
し
を「（
審
査
請
求
の
制
限
）」に
改
め
、
同
条
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

（
後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
十
三
条

後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
を
不
当
と
す
る
」
を
「
に
不
服
が
あ
る
者
又
は
登
記
官
の
不
作
為
に
係
る
処
分
を
申
請
し

た
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
登
記
官
は
、」の
下
に
「
処
分
に
つ
い
て
の
」
を
、「
あ
る
」
の
下
に
「
と
認
め
、
又

は
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
を
す
べ
き
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
審
査
請
求
を
理
由
が
な
い

と
認
め
る
と
き
は
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
監
督
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
当
該
意
見
を
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十

六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
第
五
項
中
「
長
は
、」の
下
に
「
処
分
に
つ
い
て
の
」
を
、「
あ
る
」
の
下
に
「
と
認
め
、
又
は
審
査
請
求

に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
を
す
べ
き
も
の
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
申
請
を
却
下
す
べ
き

も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
登
記
官
に
当
該
申
請
を
却
下
す
る
処
分
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
一
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
十
九
条
第
五
項
中

「
処
分
庁
等
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、「
弁
明
書
の
提
出
」
と
あ
る
の
は「
後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律（
平

成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
意
見
の
送
付
」
と
、
同
法
第
三
十
条
第
一
項
中

「
弁
明
書
」
と
あ
る
の
は
「
後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
四
項
の
意
見
」
と
す
る
。

第
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

第
十
六
条

行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
、
第
十
五
条
第
六
項
、
第
十
八
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
第
二
項

か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
二
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
七
条
、
第
四
十
五
条
第
三

項
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
第
三
項
（
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る

旨
の
宣
言
に
係
る
部
分
を
除
く
。）か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
五
十
二
条
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
審
査
請
求
に

つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
十
四
条

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
二
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
又
は
」
の
下
に
「
そ
の
」
を
加
え
、「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ

る
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
法
務
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
五
条

第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
不
動
産
登
記
法
の
一
部
改
正
）

第
八
十
五
条

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
五
十
六
条
第
一
項
中
「
を
不
当
と
す
る
」
を
「
に
不
服
が
あ
る
者
又
は
登
記
官
の
不
作
為
に
係
る
処
分
を
申

請
し
た
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
七
条
第
一
項
中
「
登
記
官
は
、」の
下
に
「
処
分
に
つ
い
て
の
」
を
、「
あ
る
」
の
下
に
「
と
認
め
、
又
は

審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
を
す
べ
き
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
審
査
請
求
を
理
由
が
な
い
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
請
求
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
当
該
意
見
を
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十

六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
五
十
七
条
第
三
項
中
「
長
は
、」の
下
に
「
処
分
に
つ
い
て
の
」
を
、「
あ
る
」
の
下
に
「
と
認
め
、
又
は
審
査

請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
を
す
べ
き
も
の
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

前
条
第
一
項
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
申
請

を
却
下
す
べ
き
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
登
記
官
に
当
該
申
請
を
却
下
す
る
処
分
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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